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図 2-6 ダマスカス市配水管改修計画 
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図 2-8 DAWSSA 雨量観測所位置図 
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図 2-9 トンネル月送水量 
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図 2-10 トンネル入口・出口での水質調査結果 
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対象外 対象外 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

1 2 3 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1

距離(m) 310～318 1,000～1,025 1,216 1,400～1,440 1,465～1,670 2,394～3,018 2,471～2,642 8,843～8,849 9,555～9,561 9,548 9,641 9,764～9,841 9,929～10,254 10,549～10,590 10,549～10,599 10,735～10,780 10,747～10,770 12,325～12,745 13,740～13,938 15,721～16,071

現況

アーチ・側壁部
斜め亀裂
（0.5mm）、段差
1mm

記録なし 植物根侵入 底版部の不陸
（深さ5cm程
度）

アーチ部剥離・
剥落

鉄骨露出、
アーチ部剥離
及びハンマー
打撃音鈍い

亀裂（0.5-
3mm）部より植
物根進入

植物根侵入 鉄骨露出、
アーチ部剥離

植物根侵入 0.1mmの亀裂 0.25mmの亀裂 鉄パイプ表面
腐食

鉄骨露出、
アーチ部崩落
及びハンマー
打撃音鈍い

0.2-0.3mmの亀
裂

鉄骨露出、
アーチ部崩落
及びハンマー
打撃音鈍い

0.1-0.25mmの
亀裂

バックサイフォ
ン

鉄パイプ表面
腐食

0.1-2mmの亀
裂

補修案

現地施工業者
で対応

記録なし 植物根排除及
びプロテクト処
理

断面修復 1)内部補修
2)外部補修
3)FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ

1)内部補修
2)外部補修
3)FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ

植物根排除及
びプロテクト処
理（鉄板又は
FRP）

植物根排除及
びプロテクト処
理（鉄板又は
FRP）

1)内部補修
2)外部補修
3)FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ

植物根排除及
びプロテクト処
理（鉄板又は
FRP）

亀裂の補修 モニタリングの
継続

さび除去と防錆
塗装

1)内部補修
2)FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ

亀裂の補修 1)内部補修
2)FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ

亀裂の補修 パイプ交換等
を検討

さび除去と防錆
塗装

亀裂の補修、
グラウチング

Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

1 1 1 2 3 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1

距離(m) 300～330 1,000～1,025 1,216 1,400～1,440 1,465～1,670 2,350～3,018 2,400～2,660 8,843～8,849 9,555～9,561 9,548 9,641 9,764～9,841 9,929～10,254 10,549～10,590 10,549～10,599 10,735～10,780 10,747～10,770 12,325～12,745 13,740～13,938 15,700～16,150

現地踏査に
よるトンネル
診断結果

住宅街下にあ
り、進行性のあ
るせん断構造
亀裂と判定

底版補修箇所
の再亀裂（0.3-
0.5mm)

植物根侵入に
よる部分的な
欠損と判定

施工欠陥及び
断面狭窄部の
流速増による
洗掘と判定

道路拡幅の影
響による連続
的な剥離・剥落
の進行と判定

施工欠陥によ
る部分的な
アーチ部剥離・
剥落と判定

住宅街下にあ
り、連続的な植
物根侵入によ
る亀裂と判定

植物根侵入に
よる部分的な
欠損と判定

施工欠陥によ
る部分的な
アーチ部剥離・
剥落と判定

植物根侵入に
よる部分的な
欠損と判定

微細亀裂であ
り、機能障害が
軽微で継続監
視と判定

1号水路橋橋台
部の亀裂、継
目止水材の劣
化と判定

トンネル覆工に
亀裂はなく、鉄
パイプ表面腐
食のみと判定

施工欠陥によ
る部分的な
アーチ部剥離・
剥落と判定

2号水路橋橋台
部の亀裂、継
目止水材の劣
化と判定

施工欠陥によ
る部分的な
アーチ部剥離・
剥落と判定

3号水路橋橋台
部の亀裂、継
目止水材の劣
化と判定

サイフォン上下
流の流水状況
より顕著な漏
水はないと判
定

トンネル覆工に
亀裂はなく、鉄
パイプ表面腐
食のみと判定

道路及び切取
り斜面近接に
よる不等沈下
の亀裂と判定

トンネル空
隙調査

TD310～330の
3側線、削孔（3
箇所）

ドリル削孔によ
る頂版厚の簡
易測定

TD15,700～
16,150の3側線,
削孔（9箇所）

コンクリート
強度試験

TD318（2箇所） 反発硬度法に
よる強度測定
（3箇所）

反発硬度法に
よる強度測定
（2箇所）

TD15,810他（3
箇所）、反発硬
度法（9箇所）

修復箇所の
断面形状の
測定

TD310～340の
9断面

TD1,450～
1,670の26断面

TD2,360～
2,660の15断面

TD15,700～
16,100の11断
面

旧トンネル
サイホン部
の状況調査

管内目視調
査、地表目視
調査

トンネル内
面調査

TD300～330の
展開図、横断
図

TD1,000～
1,025の展開図
作成

予備調査結果
の確認

TD1,400～
1,440の展開図
作成

TD1,450～
1,670の展開
図、横断図

予備調査結果
の確認

TD2,360～
2,660の展開
図、横断図

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

予備調査結果
の確認

TD15,700～
16,150の展開
図、横断図

予
備
調
査
結
果
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

1 1 2 3 1 2 3 1 1 2 1 2

距離(m) 0 1,096 1,100 1,160 3,168 3,169 3,172 8,514 9,376 9,573 11,127 11,148

現況

0.25mmの亀裂 剥落（30×30×4cm
角）

2mmの亀裂 剥落
（110×100×3cm
角）

剥落
（30×100×1cm角）

剥落
（30×200×2cm角）

0.2mmの亀裂 剥落（60×80×3cm
角）

0.7mmの亀裂 剥落（40×40×2cm
角）

剥落（20×60×3cm
角）

補修案

亀裂補修 低品質コンクリート
部の除去と新規コン
クリートへの置き換
え

亀裂補修 低品質コンクリート
部の除去と新規コン
クリートへの置き換
え

低品質コンクリート
部の除去と新規コン
クリートへの置き換
え

低品質コンクリート
部の除去と新規コン
クリートへの置き換
え

亀裂補修 低品質コンクリート
部の除去と新規コン
クリートへの置き換
え

亀裂補修 低品質コンクリート
部の除去と新規コン
クリートへの置き換
え

低品質コンクリート
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図 2-13-1 旧トンネル空隙調査結果 (1) 
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TD 15800～TD 16000(L=200m) 

 
 

 
図 2-13-2 旧トンネル空隙調査結果 (2) 
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TD 16000～TD 16150(L=150m) 

 

 

 
 

図 2-13-3 旧トンネル空隙調査結果 (3) 
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TD 20～TD 170(L=150m) 

 
 

 
図 2-14-1 新トンネル空隙調査結果 (1) 
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TD 3100～TD 3200(L=100m) 

 
図 2-14-2 新トンネル空隙調査結果 (2) 
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図 2-15-1 旧トンネル内空断面測定結果 (1) 
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図 2-15-2 旧トンネル内空断面測定結果 (2) 
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図 2-15-3 旧トンネル内空断面測定結果 (3) 
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図 2-15-4 旧トンネル内空断面測定結果 (4) 
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図 2-15-5 旧トンネル内空断面測定結果 (5) 



F – 26 

図 2-16 新トンネル内空断面測定結果 
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図 3-1 代替案一般図 
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図 3-2 トンネル全体図 
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